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　大腸菌やMRSA（メチシリン耐性黄色ブド

ウ球菌）を殺菌できる複合セラミックス触媒

を開発した。アパタイトを被覆した二酸化チ

タン光触媒をベースに複合化したセラミック

ス触媒で、細菌や有機物の吸着・分解能力が

ある。二酸化チタンの表面処理を行ったこと

に加え、アパタイトが細菌を一旦吸着するた

め、家庭の室内蛍光灯程度の弱い光でも大腸

菌やMRSAを殺菌できる。

　大腸菌やMRSA を用いた実験では当初

1,000個であった細菌が従来の二酸化チタン単

体を使用した場合は５時間後に約600個生存

していたが、新材料では30ppm程度の濃度で

３時間後には 10 個以下、５時間後には 0 に

なった（図）。

　水処理なら5 － 30ppm程度の濃度で効果が

あり、漂白や有害有機物の分解効果もある。

安全で無害なため風呂やプール、病院での院

内感染防止、器具や衣料などの滅菌や洗浄に

使用できる。

　浴槽水の浄化には一般に塩素系薬剤が用い

られているが、人体に対する安全性やトリハ

ロメタンの生成など環境への影響が問題と

なっている。今回開発されたセラミックス触

媒を用いると、これら塩素剤の使用量を大き

く低減でき、また大腸菌の滅菌が可能なだけ

でなく、湯中の有機物やバスタブのぬめりな

ども分解できる。また、温泉（アルカリ泉質）

でも殺菌効果が落ちない、イヤな臭いがなく、

人体に対して安全、配管内にバイオフィルム

ができにくいなど様々な利点がある。

　本成果の一部は共同研究をもとに（株）ヘ

ルスケミカルが風呂浄化剤として商品化を進

めている（写真）。

　このセラミックス触媒は他にも衣類や電子

部品、機械部品、食器などの殺菌や防カビ、洗

浄にも使用できる。また、有機物の分解機能

や脱色機能に優れ、血液成分やタバコのヤニ

で染色した紙も二酸化チタン単体ではほとん

ど脱色しないがセラミックス触媒では5分間

程度で脱色出来るなど今までにない効果を示

し、今後の応用拡大を期待している。

写真　風呂浄化剤として試作した錠剤図　大腸菌の生存数
従来の二酸化チタンにくらべて新開発セラミックス
触媒は顕著な効果を示す。
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